
 

 

 

 

 

 

 
 

 

校長  五十嵐 和彦   

 

 いよいよ１２月、今年も残すところあ

と１ヶ月となりました。先月１１月は、

学校公開、校内音楽会にご来校いただき、

ありがとうございました。児童の活動の

様子やがんばりをご覧いただけたこと

と思います。特に校内音楽会については、

運動会終了直後から音楽の時間だけで

なく、休み時間にも熱心に練習に取り組 

む姿がありました。そして迎えた当日、 

子供たちの歌声や演奏は大きな感動を 

生み出しました。一人一人のがんばりや 

努力が結び付き、みんなで協力し心を一 

つにしたときの感動は、とても大きくな 

って体育館全体を包み込みました。素晴 

らしい感動をありがとうございました。 

 学期末となります。学習のまとめをし 

っかりと行うとともに、来年に向けての 

準備を進めていきたいと思います。 

 来年も引き続き本校の教育活動へのご 

支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

よいお年を。 

 

 

 

 
 「情けは人のためならず…」とよく言われます。「情けをかけることは、その人のためになりま

せん」という意味思われがちですが、実は違います。本当の意味は「人に情けをかけておけば、

それが巡り巡って自分によい報いが来る。人に親切にしておけば、必ず自分によいこととなっ

て戻ってくる。」ということです。実はこの「情けは人の為ならず…」は、旧五千円札の肖像画に

もなった新渡戸稲造が作った詩の一節なのだそうです。 

 

 

 

 

 

 

《学校教育目標》 

・かしこく 
・やさしく 
・たくましく 
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意味としては「情けは他人のためでなく、自分自身のためにかけるものだ。だから自分が他人

にした良いことは忘れてもいい。でも、人から良くしてもらったことは絶対に忘れてはいけな

い。」ということだそうです。人のために働くことは、いつか自分に返ってきます。誰かのために

働くことをいとわない宮前小学校の児童には、きっと何倍にもなってよいことが返ってくると

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１／８ ニコニコ班遊び   １１／１０ 花壇に花苗植え  夕焼けの富士山(4Fより撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１／２１ コミュニケーションワークショップ（３年）     １１／２２ パネルシアター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の生活目標  寒さに合わせた過ごし方を考えよう 

  

 

 １１月１１日（金）、３年ぶりに開催された市内親善音楽会に５年生 

が参加しました。この日は、所沢市内３２校の小学校が市民文化 

センターミューズの大ホールに集まり、合唱や合奏を発表しまし 

た。感染防止への対応から６部構成で実施され、宮前小学校の 

５年生は「いのちの歌」を合 

唱しました。みんな心を一つ 

にして、素晴らしい歌声を響 

かせてくれました。とても素 

晴らしい経験となったことと 

思います。一日も早く新型コ 

ロナウイルス感染が収束し、 

合唱や合奏ができる日が来 

るのを願っています。    

▲ミューズ大ホールで合唱する５年生 

本番前に航空公園で最

後の練習に臨む５年生 


